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論文内 容の要 t::. 固
第 1 章では緒言として鉛および鉛合金の過去における研究状況から本研究の必要性について述べあわせ
て本論文の山容について略述した口
第 2 章では鉛地金および鋳造ーについて述べた。多数の各相&[1地金を分析してその不純物の分布状態をし
らべ， これが現行日本工業規格 CJIS-H -2105-1955) と:芹しく相違する 'n~そ見出し， 文鉛および鉛
仔金の鋳造に関しては熔湯の抗度と巣の発生場所の関係および湯治の形状と慢の発生場所の関係をしら
べ，本体に巣の生成しない湯口，湯j百の形態を決定した。
第 3 章では鉛および、鉛合金の機械的性質一引張強さ，仲び，硬度， クリープ強さおよび弾性率ーを測定
し，鉛の機械的性質におよぽす合金元素の影響並びに鉛ーアンチモン合金の加工方法(鋳造， 圧延および
押出し〕による性質の変化および熱処理効果を示したり
第 4 章では鉛および鉛合金の顕微鏡組織を観察した結果，鉛の腐食保および双511組織を観察し， 鉛に微
量の合金元素(銀，銅， カノレシウム， テノレルおよび、ニッケノレ) を犬々合有する作金の顕微鏡組織は大別す
ると， 1.結品粒界析出形(銀， カルシウムおよびテノレノレ) , n.結品粒 '1 1央に核として存在する形 (銅)
1 . 1 および E の混合形 (ニッケノレ)の 3 つに分類出来る事を見出した円鉛ーアンチモン合金については
アンチモン合有量が0.05--1496の組成の鋳造組織を仰察し， 又圧延および押出しによる組織の変化そ示し
た門
~} 5 章および第 6 章では鉛および鉛作全の耐食性について， 1{-1J 比抵抗水綜液，巾性塩類水依液， アノレカ
リ性水格液，硫酸水溶液，種々の腐食因子を合む硫酸々性溶液および塩酸水溶液について犬々長期浸漬試
験者?行い，経時腐食重量変化曲線を求めたロ特に熱硫酸水溶液中における腐食挙動について浸漬試験ばか
りでなく，電気化学的にも測定を行い，鉛の耐硫酸性におよぼす合金元素の影響について詳細な解析を行
なった D
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第 7 章では鉛の耐硫酸性を短期間に測る方法として知られているブラシュポイントを測定し， 鉛のブラ
シュポイントにおよぼす微量合金元来の影響について実験を行い， フラシュポイン卜測定の志義を確立
し，乙れが長期硫酸浸漬試験結果との関連性を明確にした口
第 8 章では鉄鋼材に鉛を溶着する場合の鉛一鉄溶者機構は鉛が鉄百に声援溶着するものではなく， 溶剤
として塗布する液に合まれている塩化第 1 錫が鉄と反応して合金層を作り、乙れが中間層となってこの合
金層に鉛が溶着するもので，溶剤中に含まれているその他の塩は単に治融鉛の界面張力を小にし， 酸化を
防ぎ合金屑との接触角を小にする作用を有するものである事を見出した。
第 9 章では実際に化学装置材料として使用した鉛および鉛合金の使用状況を説明し， 腐食状態を写真で
示した。
鉛は再結晶?日度が低いため，少し高い侃度(1000C 近く)で使用する場合は化学薬品に対する腐食だけ
でなく，結品成長および粒界に不純物が凝集して結品粒が分離し易くなるために発生する亀裂による担傷
をもあわせて考へなくてはならぬ事を見出した。
第10章では本論文の第 1 章より第 9 章までの総括を述べた。
論文の審査結果の要旨
本論文は化学装置材料としての鉛および鉛合金の改良についての研究をまとめたもので， 10章よりなっ
ている。
第 1 章は緒言で，電線被覆用材料としての鉛および鉛合金の研究は非常に多いが， 化学装置材料として
の研究はきわめて少ないととを述べ，本研究の目的が鉛および鉛合金の耐食性を中心にしたものであるこ
とを述べている。
第 2 章では 643 箇の各種鉛地金を分析し，不純物の分布状態を述べているの また鉛および鉛合金の鋳造
に関して本体に巣の生成しない鋳造法を確立したと述べている。
第 3 章では鉛の機械的性質におよぼす合金元素の影響，ならびに鉛ーアンチモン合金の加工方法の相違
による機械的性質の変化および熱処理効果について述べている。
第 4 章では鉛の腐食像および顕微鏡組織におよぼす合金元素の影響ならびに加工による組織の変化につ
いて述べている。
第 5 章では純水，水道水，海水および水酸化ナトリウム水溶液中における腐食試験の結果について述べ
ている。
第 6 章では温度，流速，添加物の異なる硫酸水溶液および、塩酸水溶液中における鉛および鉛合金の腐食
試験の結果について述べている。とくに化学装置材料として重要な熱硫酸水溶液中における腐食挙動につ
いては浸漬試験のほか電気化学的測定も行ない。鉛の耐硫酸性におよぽす合金元素の影響について詳細に
述べ，長期浸漬試験のみが正しい耐食性を示すことを明確にしている D
第 7 章では鉛のブラシュポイントにおよぼす微量合金元素の影響を述べ， ブラシュポイント測定の意義
を確立し，また長期浸漬試験結果との相関性を明確にしている。
ウ
t
? ?
第 8 章では鉄鋼に対する鉛の溶着機構を解明し，適正な溶着法を明らかにしている。
第 9 章では鉛および鉛合金の化学装置材料としての実際の使用状況および発生した腐食状態を示し， 鉛
および鉛合金の適正な選択および使用法を述べている。
第10章は総括で以上得られた成果を要約している。
要するに本論文は化学装置材料としての鉛および鉛合金の耐食性を， 種々の腐食環境における浸漬試験
および電気化学的測定から明らかにするとともに，腐食現象におよぼす合金元素の影響を究明し， また機
械的性質を測定したものである。その結果従来余り研究されていなかった化学装置材料としての鉛および
鉛合金の化学的および機械的性質が明らかとなり，適切な化学装置の設計および製作に貴重な指針を与え
たもので本論文は学位論文として価値あるものと認める。
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